
は
ん
こ
う
め
い
と
く
か
ん

秋
田
・藩
校
明
徳
館
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
市
中
通

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
七
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
五
十
嵐

一
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
前
半
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

藩
校
明
徳
館
跡
は
、
日
本
海
汀
線
か
ら
東
に
約
五

・
三
ｋｍ
の
秋
田
低
地
上
に

立
地
し
、
標
高
は
約
六
ｍ
。
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
の
西
約
六
五
〇
ｍ
に
あ
り
、
秋
田
藩

主
佐
竹
氏
の
居
城

・
久
保
田
城

下
の
内
町
に
あ
た
る
。
藩
校
明

徳
館
は
、
寛
政
二
年

（
一
七
九

〇
）
に

「学
館
」
の
名
称
で
開

学
し
、
寛
政
五
年
に

「明
道

館
」
、
寛

政
七
年

に

「明
徳

館
」
と
改
称
さ
れ
、
明
治
維
新

ま
で
存
続
し
た
。
本
遺
跡
は
二

〇
〇

一
年
、
秋
田
市
教
育
委
員

2007年 出上の木簡

会
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
四
点
の
木
簡
な
ど
が
出
土
し
た
。
（本
誌

第
一
三
号
）

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
秋
田
中
央
道
路
建
設
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
面

積
は
二
〇
〇
♂
。
調
査
区
は
、
秋
田
市
教
委
に
よ
る
発
掘
成
果
や

『久
保
田
城

下
絵
図
』
な
ど
か
ら
、
藩
校
敷
地
の
北
西
側
外
で
、
上
級
家
臣
で
あ
る
小
場
家

の
屋
敷
地
に
あ
た
る
。
調
査
の
結
果
、
土
坑
五
基

・
溝
九
条

。
柱
穴

（列
）
な

ど
を
検
出
し
、
多
く
の
陶
磁
器
類
や
木
製
品
な
ど
が
出
上
し
た
。

木
簡
は
、
不
整
楕
円
状
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
三
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物

に
は
、　
一
七
世
紀
前
半
の
灰
釉
丸
皿
や
溝
縁
皿
な
ど
の
陶
器
類
が
多
く
認
め
ら

れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

「
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

登
契
］
自
ｏ

下
端
の
み
欠
損
。
墨
痕
は
鮮
明
で
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会

『久
保
田
城
跡

・
藩
校
明
徳
館
跡
』
０
一〇
〇
六
年
）

（高
橋

学

〈秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
し

(秋 田)
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